
〔
↓
一
一
制

説
〕

甲
州
に
お
け
る
近
世
の
通
唱
圏

?持

口

は

し

が

き

封
鎖
性
の
一
強
い
と
さ
れ
て
い
る
近
世
の
村
落
は
、

一
体
ど
の
程
度
他
村
落
と

交
流
が
あ
っ
た
の
か
、

通
婚
圏
を
指
岡
山
と
し
て
始
、
社
[
て
み
た
い
ο

通
婿
聞
が
一
種
の
地
域
的
討
会
閏
を
示
し
、

そ
の
封
鎖
性
ゃ
開
放
性
を
一
不
す

v>.: '有
る 力
o ;:t 

そ 指
れ標
らで
のあ

のfる
ク'"竹 i

は と
大 Jζ
男-')
ず い

る て

と u

こ
れ
ま
で
に
も
数
多
く
指
向
さ
れ
て

地
域
的
機
能
類
明
か
ら
考
察
し
た
も

の
L
L
、
問
団
口
四
日
区
介
刀
ら
考
察
し
た
も
の
と
が
あ
ふ
c

前
半
臼
は
、

I也
域

~ 

1~G 
1行

山
村
、
漁
村
等
に
分
筒

L
、
そ
れ
ぞ
れ
の

通
治
国
を
比
較

t
た
も
の
で
、
持
戸
庄
一
二
、
関
口
武
・
森
藤
勝
↑
布
、
池
田
義
祐
・

佐
々
木
、
永
被
ら
の
論
考
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
に
よ
る
ー
ベ
一
般
的
に
隔
絶
性

の
一
角
い
山
村
ヤ
漁
村
に
恥
い
て
通
が
狭
く
、
知
市
や
農
村

K
む
い
て
通
時

農
村
、

国
が
広
い
と
い
う
結
采
が
い
等
主
一
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
際
、

通
時
四
聞
と
は
、
「
婿

姻
に
よ
っ
て
婚
舎
を
つ
ぐ
る
た
め
に
、
当
事
者
の
一
方
が
他
の
当
事
去
の
附
へ

居
住
地
を
修
転
ず
る
地
域
的
範
囲
」
で
あ
り
、
通
待
問
を
決
(
一
と
す
る
尺
院
で
し
し

ι 

あ
る
地
峡

)
の
全
司
同
一
婿
数
に
対
L
1
る
そ
の
地
域

市

li庁

村

内
で
の
通
一
滑
り
山
め
る
割
合
(
山
円
増
采
)
を
も
ち
い
て
い
る

i

と
れ
に
対
し
て

ム
口
日
栄
作
付

布
市
川
が
一
川
じ
一
J

に
な
い
と

内

の
大
1

川J
と
通
婿
園
の
広
狭
L
r
一

勺

川

町

系

I
r
r
月
仁
久
川
一

λ
u
l
-
-し

f

f

j

i

v

t

n

1

1

J

l

V

E

S

F

+

/

〆

l
t
L

あ
る
地
伐
の
一
キ
ロ
干
ト
打
一
メ
ー
ト
ル
当
り
の

内
情
rfJ 

「
通
治
卒
L

を
定
義
づ
け
て
い
る
の
で

-

三

1

3

1

一
ノ

「ド
F
ー
ヰ
守
防
↑

を
も
っ
て

従
米
の

t
H
1
一
一
ト
人
前
列
二
)

〈中一
h
1
汗

!
f
t
汁
ん
し
わ
Y

「
通
情
費
一

;

1

1

1

1

[

 

が
広
い
と
い
う
結
果

山
間
町
村
の
一

/J' 

'"' ~ 1.1 

v、

同
積
、
の
異
な
っ
た
市
町
村
別
の
遇
措
聞
を
比
較
考

O

F

ふ

F
、

白

宇

r
/
lし
よ
刀
い
い

喫
す
る
財
人
日
日

ノλ

rTl 

の
見
解
仕
向
自
立
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が

し
か
し

間
々
の
村
主
子
一
汁
仏
択
と
ナ
る
場
人
口
は

そ
の
片
的
沖
、

似
し
て
い
る
と
と
か
ら
、

氏
の
力
法
十
一
と
わ
な
く
て
も
よ
か
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
、

議
政
村
を
対
象J

と
す
る

日
字
表
叶
川
、
前
述
の
内
婚
率
を
採
用
し
て
も
妥
当
で
あ
る
と
考
え
、

本
橋
で
は
、

そ
れ

K
従
っ
て
論
を
造
め
る
こ
と
忙
し
た
。

一
方
、

村
内
農
民
を
池
位
、

家
柄
、

あ
る
い
は
田
畑
所

従
者
に
つ
い
て
は
、

有
面
積
等
で
階

士一門、

LJj 分

午 L
登山、

?害
対e 階

戸菅
庄の
三 iffi
等;:)\~íl' 

の 闘
研 を
ゲロ 三!ヨ
ノ」仁l":

7かべ
あ た
りも
、♂〉

で

-1 -

有
賀
喜
左

一
般
的
に
上
層

1
l
f
 

占
河
川
伊

K
遠
方
貯
が
な
ア
ぐ

下
層
げ
い
狭
い
と
い
う
結
果
が

す
左
わ
ら
通
婚
圏
が
広
〈

で
て
い
る
。

以
上
の
研
究
成
果
は

明
治
初
期
以
降
の
研
究
で

近
世

い
ず
れ
も
幕
末

」
げ
ら
ず
、
笠
者
の
管
見
の
限
り
、

Jつ
ず
か実
tて 証

荒 的
自在:
英研
二日市究

ぜム

J:去 Jま
71<と
融叫ん

のど
間在
す亡 夫

書れ

みて

に
お
い
て
は
推
測
的
念
部
分
が
多
〈
、

る
に
す
ぎ
念
い
リ

明
治
以
降
に
な
い
て
は
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、

自

祝落
村内
の婚
調が
畳間減
か少
らし
も、

通
橋
間
同
が
拡
大
す
る
こ
と
は
、

関
口
武
・
森
藤
勝
一
冗
の
烏
恨
半
島
中
部
村
落
の

れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
か
ら
推
測
し
て
関
口
・
森
藤
は

が
山
心
全
J
T
h

全

体
で
あ
り

J

日
部
落
内
時
は

お
こ
J
G

有
機
体
で
あ
っ
た
際
に
は

わ
れ
よ
刊
も
か
一
っ
た
?
と
し
て

-L
相
当
数
が
な
き
れ
て
い
六
筈
で
あ
る
じ

一
?
と

4
へ
て



用
川
り

い
泊
。
ふ
た
し
か
に
、

山
梨
県
早
川
上
流
の
隔
絶
山
村
で
あ
る
奈
良
国
、

湯
島
で

明
治
初
期
に
そ
の
自
部
落
内
婚
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
つ
領
、
八
八
・

ωα 
μ
U
U
 

九
婦
と
極
め
て
一
口
向
い
値
を
呈
し
て
い
る
o

し
か
し
、
荒
居
英
次

K
よ
れ
ば
近
世

川
W
J切

中
期

k
h掛
け
る
漁
村
で
あ
る
一
房
州
相
浜
村
で
は
五

O
係
前
後
で
あ
り
、
更
に
、

は
、
幕
末
、

速
水
融
の
近
世
中
・
後
期

K
な
け
る
農
村
で
あ
る
漫
州
西
条
村
で
は
二

O
d
w弱

A
川
切

に
す
ぎ
左
凶
こ
と
は
注
目

K
値
し
よ
う
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
い
ず
れ
も
限
ら
れ

た
小
地
域
の
も
の
で
あ
り

一
般
的
左
考
察
を
進
め
る
に
は
一
一
層
の
事
例
研
究

が
必
要
と
士
ろ
う
。

そ
こ
で
筆
者
は
、

近
世
に
か
け
る
通
婿
閣
の
一
般
性
を
少
し
で
も
明
ら
か
に

す
る
た
め

K
、
甲
州
を
対
象
地
と
し
て
選
ん
だ
。
そ
の
理
由
は
、

甲
州
に
は
宗

門
帳
等
の
近
世
文
書
が
比
較
的
広
範
囲
に
残
存
し
て
い
て
比
較
考
察
が
可
能
左

こ
と
、

に
よ
る
。

か
〈

し
て
、

政
治
的
領
域
が
天
領
と
い
う
同
一
基
盤
忙
あ
る
と
と
、

的い
J

F

1

》

甲
州
の
ほ
ぼ
全
域
に
わ
た
り
.
し
か
も
、
そ
の
中
氏
都
市
・
農
村
・
山

村
が
含
ま
れ
る
よ
う
に
配
慮
し
て
図
ー
に
一
ボ
す
一
七
村
落
を
選
出
し
た
。

二
、
地
域
の
概
観
と
分
析
資
料

/戸、¥

一
、、~ノ

地
域
の
概
観

都
市
の
例
と
し
て
掲
げ
た
城
屋
町
、
横
沢
町
は
共
に
、
当
暗
人
口
約
一

明
以演

の
規
模
を
持
つ
府
中
(
現
在
の
甲
府
市
)
内
に
あ
る
。
山
村
の
例
と
し
て
掲
‘

げ
た
初
鹿
野
は
日
川
入
り
、
一
福
生
里
は
草
川
人
り
、
柳
平
は
茅
グ
岳
山
腹
の
最
奥

の
村
落
で
あ
る
。

初
鹿
野
は
甲
州
街
道
沿
い
に
あ
る
c

長
村
の
う
ち
横

を
な
、

手
、
青
木
、

上
条
南
割
は
釜
無
川
上
流
部
に
あ
旬
、

山
村
的
色
彩
を
若
干
帯
び

て
い
る
。
そ
の
う
ち
後
二
者
は
交
通
日
一
一
黒
の
多
い
駿
信
往
還
山
餐
道
上
に
位
置
し

て
い
る
。
水
田
農
村
の
成
島
は
甲
府
盆
地
中
央
部
の
氾
鍾
平
地
に
、
畑
地
農
村

一一郡市

仁コ lllH 他，~農村

近世中期甲州村落の村内婚
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の
一
的
野

小
笠
原
は
甲
府
盆
地
西
部
の
御
勅
使
川
一
問
状
地
に
あ
る
。

右ー

笠
原
は
駿
信
往
還
の
問
の
街
と
し
て
の
機
能
を
有

L
て
い
る
。
上
打
、

、
1
4
L

l
J
τ
!
4
f
i
 

/

{

『

?

は
甲
府
盆
地
南
部
の
曽
根
丘
陵
に
位
置
し

前

E
U
当
吋
印
州
で
府
中
い
い
ト
次
い

で
第
二
の
人
口
規
模
を
有
す
ゐ
市
川
大
門
に
溌
接
し
て
い
る
。
上
句
、

zmk
一戸、

等
々
力
、

赤
尾
は
甲
府
盆
地
東
部
の
諸
扇
状
地
上
の
付
落
で
、

大
部
分
が
市
下
地

で
占
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
中
で
等
々
力
は
甲
州
街
道
沿
い
に
あ
り
、

鳥リ
J
J
~
1
1

什
止

y
h
ん

γ
t

に
礎
綾
し
て
い
る
。

(
一
一
)
分
析
資
料

引
V
叫

分
析
資
料
L
し
し
て
は
、
宗
門
人
別
改
山
叫
す
用
い
た
。
そ
れ
に
は
村
民
各
人
の

忠一小己[口、

臼
↓
那
土
寸
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

年
齢
、

世
令廿F

主
L 

Lツ

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
詳

L
い
も
の
げ
い
な
る
と
、

配
偶
者
、

会

公

人

の
出
身
地
が
記
入
さ
れ
て
会
り
、

こ
れ
に
よ
っ
て
入

:
j
)
J
J
 

カ
川
叶

ι
」

U
K
さ

わ

う

ウ

ペ己
O 

「
正
徳
五
年
未
七
月

咲
ー
一
の
一

甲
州
日
麻
郡
北
山
筋
仰
平
付

部
を
一
ポ
す
と
左
記
の
一
通
り
で
あ
る
c

一
、
代
々
禅
宗
甲
州
巨
麻
郡
北
山
筋
肉
平
付

林
泉
寺
旦
那
事

権
之
丞
命

年
間
拾
四
歳

同
十
ザ
日
一
那
窃

同

人

妻

@

廷
ハ
免
一
見
筋
岩
下
付
勘
右
エ
門
綬
拾
午

年
三
拾
九
歳

以
前
ニ
権
之
主
ノ
妻
に
戎
十
六
L
し
同
宗
己
認
成
け
JE

月
寺
日
一
那
一
週

同
人
娘い

ぬ
尚

年
十
五
歳

、l
 

/
 

同
人
以

!

j

F

j

 

后

!
J
日
一
新

刀ミ

ノν

年

七

歳

I"J 
ーチ
f 

日

中

同
人
下
人

た
北
山
訪
問

l
沢
付
作
れ
ヱ
門
後
家
人
主
ニ
て

長
右
エ
門
⑮

長
一
一
郎
請
人
午
ノ
十
二
月

7
-
E
ノ
十
二
月
草
三
年

じ」}十
J

ト
レ
レ
ム
」
汎

3
1
一

一

五

J

じ
ニ

L

ユ
r
h
j
h
u
r
-
-

一一一一口コぺムル
J

ド
ド

I

一
方
、

仙
沼
村
へ
わ
一
川
橋
若
に
閉
し
て
は
、

大
半
の
宗
門
限
で
は
、

そ
の
作
成

年
次
か
ら
河
川
一
士
一
'
年
間
の
該
当
去
の
み
が
舎
か
れ
て
い
る
に
す
ぎ
左
い
。
し
た

本
稿
で
は
入
婿
聞
の
分
析

K
中
心
が
や
か
れ
る
こ
と
に
な
る
ω

左
な
、

が
っ
て
、

宗
門
帳
の
作
成
年
代
は
、
青
木
の
寛
文
六
二
六
六
六
)
年
か
h
ノ
横
沢
町
の
天

保

二

八

四

二

)

年

K
王
る
ま
で
久
川
町
村
信
一
札
異
左
っ
て
い
る
た
め
一
、

厳

っ
-"一

密
な
同
一
時
点
で
の
比
較
は
で
き
左

h
c

し
か
し
、

今
、
ホ
与
す
る
氾
く
、

，

t
ユ

一

ノ

!

当
時
の

日
坦
椿
簡
の
年
次
的
変
化
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
左
い
の
で
、

上
記
の
諸
村
落
の
宗

門
限
の
一
作
成
年
々
一
に
ん
多
少
の
年
次
的
ず
れ
が
あ
る
と
は
い
え
、

以
下
の
比
較
考

察
に
は

を
ん
ら
支
撞
ー
を
き
た
さ
左
い
で
あ
ろ
う
。

つ
地
域
的
側
面
か
ら
み
た
通
婚
霞

村
落
の
封
鎖
性
の
程
度
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
都
市
、

LlJ 

村

農
村
別

K
村
内
婚
率
に
つ
い
て
検
討
し
、

続
い
て
距
離
間
別
に
比
較
考
察
を
な
こ
左
い

た
い
。

(

二

村

内

か
ら
の
分
析

村
内
情
率
は
十
品
目

1
忙
示
し
た
と
な
り
で
、

初
出
比
野
の
六
六
・
四
婦
を
筆
頭

K

桑
戸
、

(五

O
M
W以
ト
」
)
と
続
き
¥

以
下
回
ケ
村
が
四

O
d
p台

三
グ
村

西
!野



類型 | 村 落 名(制時)i 年代 (西暦)1戸数(人数)l入構総数，うち村内儲(村崎齢

者sll城屋町(甲府市)1天保 3年 (1832)155尺 241人川 5 8 ， 6 (1 0.3係)

市 2横沢町(甲府市)1天保 13年(1842) 133 (109川 25， 5 C 2 0.0 ) 

い柳 平(韮崎市)1正徳 5年(1 7 1 5) I 7 8 ( 2 7 8 ) 5 7 ， 2 4 ( 4 2.1 ) 

山 4福生里(塩山市)i明和 4年(1767) 1 27 C 91) : 1 7 ， 7 ( 4 1.2 ) 

村 5初 鹿 野 (東llt梨郡)1正徳 5年(1 7 1 5) 12 1 4 ( 8 4 7 ) 1 8 8 ， 1 25 ( 6 6.4 ) 
一一一 ・ 一 一 一 十 一 . ー ー

16横 手(円身)I元禄 10年(1 697) I 64 (3 2 3) ; 6 6 ， 2 7 ( 4 0.9 ) 

7青 木(韮崎市)1寛文 6年(1 666) 1 53 (162) 1 4 7 ， 1 6 ( 3 4.0 ) 

B上条南割(韮崎市)I寛文 7年(1 6 6 7) I 5 5 (1 7 6 ) 4 5 ， 1 2 ( 2 6.7 ) 

野(日PJ)|享保 8年 (1723)1156 (615) 

) 1元禄15年 (1702)1125 (618) 1 112， 41 (36.6) 

) 1天和 3年(1 6 8 3) 1 9 0 ( 5 1 5) 1 6 4 ， 1 8 ( 2 8.1 ) 

) 1享保18年(1 7 3 3) 11 8 8 (6 7 2) 1 1 1 1 ， 5 1 ( 4 5.9 ) 

) i寛延 2年(1749) I 45 (1 92) I 3 3 • 7 ( 2 1.2 ) 

) I宝暦 3年(1 753) 1 61 ( 1 95) 1 3 4 ， 1 1 ( 3 24 ) 

) I宝永 2年(1705) I 84 (372) I 8 0 ， 4 3 ( 5 3.8 ) 

) 1宝永 4年(1707) 1153 (673) I 1 23 ， 29 ( 2 3.6 ) 

)J 享保 20主〈立出 i~ ~:日329)/ 56， 6 竺土L一一

(各町村宗門帳tてよる)

村落の戸口と村内婚率表 1

が
一
一
一
O
¢
台
、
六
ヶ
村
が
二
O
%
台
で
あ
り
、
城
屋
町
が
一

0
・
三
労
と
最
も

低
い
値
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
結
果
は
、
明
治
期
に
つ
い
て
の
先
学
の
成
果
と

比
べ
て
決
し
て
一
角
い
値
と
は
い
え
左
い
。
し
た
が
っ
て
、
近
世
中
期
の
甲
州
の

農
山
村
は
全
般
的
に
そ
れ
ほ
ど
強
い
封
鎖
性
を
帯
び
て
は
い
左
か
っ
た
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

次
K 

戸
数
規
模
の
類
似
し
た
村
落
を
選
出
し
て
、

村
落
の
機
能
別

K
具
体

(
こ
れ
は
文
化
年
聞
に
な
け
る
甲

的
な
考
察
を
進
め
よ
う
。
そ
ζ

で
ド
八
八
戸

内凶

州
全
村
の
平
均
戸
数
規
模
で
あ
る
が
)
を
境
に
し
て
、

そ
れ
以
下
の
小
規
模
村

落
に
つ
い
て
ま
ず
比
較
し
て
み
た
い
。

す
る
と
、

山
村
で
あ
る
柳
平
(
四
二
・

一
%
)
、

(
四
一
・
二
¢
)

福
生
里

が
最
も
高
い
値
を
、
都
市
で
あ
る
城
屋
町
(
一

0
・
三
%
)
、
横
沢
町
(
二

0
・

od初
)
が
最
も
低
い
値
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
中
間
値
を
残
り
の
五
つ
の
農
村
が
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示
し
、

そ
の
中
で
は
山
村
的
色
彩
の
強
い
横
手
(
四

0
・
九
係
)
と
青
木
(
三

四
・

od初
)
に
な
い
て
一
品
率
と
在
っ
て
い
る
。

次
げ
仏
、

八
八
戸
以
上
の
大
規
模
村
落
(
山
村
一
、
農
村
七
)
に
つ
い
て
考
察

し
て
み
る
と
、

山
村
の
初
鹿
野

(
六
六
・
四
係
)

K
一
角
〈
、
農
村

K
か
い
て
は

桑
戸
の
五
三
・
八
婦
か
ら
等
々
力
の
二
三
・
六
%
ま
で
様
々
左
値
が
と
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
差
異
を
二

1
三
の
農
村
を
と
り
あ
げ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

西
野
、
小
笠
原
は
戸
口
規
模
が
類
似
し
て
い
る
こ
と
の
他

K
、
共
に
御
勅
使
川

扇
状
地
一
扇
央
部

K
位
置
し

ま
た
周
囲
の
村
落
分
布
状
況
も
ほ
ぼ
等
し
い
と
い

っ
た
共
通
の
環
境
を
も
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
者
の
村
内
婚
率
は
五

一
了
一
係
と
か
友
り
高
く

後
者
の
そ
れ

(
三
六
・
六
d
w
)

を
上
廻
っ
て
い
る
。

ζ

れ
は
、

後
者
が
駿
信
往
還
の
間
宿
と
い
う
他
地
域
と
の
交
流
関
係
の
強
い
機

能
を
有
し
て
い
る
の

K
対
し
、

前
者
は
街
道
か
ら
二
キ
ロ
ほ
ど
離
れ
て
い
て
、



そ
う
し
た
機
能
を
持
っ
て
い
左
か
っ
た
ζ

と
が
一
閃
と
し
て
考
え
ら
れ
よ
う
。

日
川
扇
状
地
一
周
央
部

K
位
置
す
る
等
々
力
は
、

小
笠
原
よ
り
も
さ
ら
に
低
い
航

(
二
三
・
六
係
)
し
か
示
し
て
い
左
い
。

F

)

れ
は
甲
州
街
道
が
村
内
を
通
過
し

て
い
る
点
に
加
え
て
、

隣
接
し
て
大
規
模
左
勝
沼
宿
が
あ
る
と
い
う
関
係
位
置

の
良
さ
に
起
因
し
て
い
よ
う
o

実
際

K
勝
部
宿
か
ら
の
入
婿
者
は
一
間
を
数
え

と
れ
は
入
婚
者
総
数
の
一
一
・
四
係
も
占
め
て
い
る
。
ま
た
、

成
鳥
が
二
八
・

一
婦
と
低
い
の
は
、

甲
府
盆
地
の
ほ
ほ
中
央
の
氾
濫
平
地

K
位
置
し
て
い
る
と

い
う
地
形
的
、
位
置
的
条
件
が
大
き
く
作
用
し
て
い
る
よ
う

K
思
わ
れ
る
。

以
上
の
結
果
、

近
世
中
期
の
甲
州
の
諸
村
落

K
な
い
て
、

そ
の
村
内
婚
率
は

山
村
で
最
も
高
く
、
畳
間
村
が
そ
れ

K
続
き
、

都
市
で
最
も
低
い
値
を
と
る
と
と

が
確
認
さ
れ
た
o

左
な
、

個
々
の
村
落
の
村
内
婿
率
の
差
異

K
つ
い
て
は
推
測

的

K
し
か
考
え
ら
れ
左
〈
て
十
分
左
説
明
は
で
き
左
か
っ
た
。
封
鎖
性
を
持
つ

要
因
が
複
合
的

K
作
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
多
視
的
左
検
討
が
必

要
と
な
る
が
そ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

(
二
)
距
離
圏
別
通
婚
率
の
比
較

村
外
か
ら
の
入
婚
者
の
範
囲
を
知
る
た
め
に

該
当
町
村
を
中
心
と
し
て
半

径
四
キ
ロ
圏
内

門
司
切

左
つ
却
。

八
キ
ロ
圏
内
、

八
キ
ロ
一
薗
外
の
三
区
分
か
ら
の
検
討
を
な
ζ

(表
2
)

ま
ず
、

山
村
に
つ
い
て
検
討
す
る
と
、

柳
平
と
初
鹿
野
は
村
内
婚
率
(
四
二
・

一
%
と
六
六
・
四
¢
)

は
高
か
っ
た
が
、

ノ、

五

九
戸
、四

三 キ
八口
七圏
用。内
) 婚

ζ 率
と K
もてE
ある
っ と
て 、
、圏

そ内

の
総
戸
数
が
極
端

K
少
左
い

れ
ぞ
れ
六
三
・
一
係

七
二
・
八
係
と
低
い
値

K
在
っ
て
い
る
o

そ
れ
と
は
対

照
的

K
福
生
里
は
圏
内
の
一
戸
数
が
多
い
た
め

係
と
高
率
を
示
し
て
い
る
。

ζ

れ
が
、
八
キ
ロ
圏
内
婚
率
に
左
る
と
、
三
者
と

つ
な

0

0
五
戸
)
、

八
二
・
四

も
九
五
帰
以
上
の
値
を
示
し
、

ζ

の
圏
内

K
山
村
の
通
婚
圏
は
ほ
ぼ
完
全

K
包

門
的
ざ
わ
ゐ
と
し

J

て
よ
か
ろ
う
。

次
に
、

府
中
の
城
尾
町
と
横
沢
町
は
、

町
内
婚
率
は
そ
れ
ぞ
れ
一
0
・
三
¢
、

二
0
・
0
%
と
対
象
村
落
中
最
も
低
い
値
を
示
し
て
い
た
が
、

四
キ
ロ
圏
内
婚

十
本
は
共

K
八
つ
%
も
の
一
局
窓
十
を
示
し
、
都
市
と
は
い
え
、

そ
の
入
婚
範
囲
は
ほ

ぽ
四
キ
ロ
圏
内

K
収
ま
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
ぞ
れ
が
八
キ
ロ
圏
外
の
遠
方
婚

距離宮別通婚率

類型 村 落名 入婚者絵激 4km圏内から 4~8km匿同から 8加問外から

都 1城屋町 58人 46人(79.3%) 3人 (5.2係) 9人(15.5%) 

市 2横沢町 25 20 (80.0) ! 1 ( 4.0) 4 ( 1 6.0 ) 

3柳 平 53 36 ( 63.1 ) 19 (333 ) 2 ( 36) 
山

4福生里 17 14 ( 8 2.4 ) 3 ( 17.6 ) 
村

5初鹿野 (72.8 )! 43 ( 22.9 ) ( 43) 188 137 8 

6横 手 66 49 (742〉112 (18.2 ) 5 (日)

7青 木 47 31 (65.9 ) 3 ( 6.4) 12 (27.7) 

8上条南割 45 27 (60.0 ) 12 (26.7 ) 6 ( 1 3.3) 

農 9西 野 115 97 (84.3 ) 12 (IO.4 ) 6 ( 5.;{) 

10小笠原 1 12 85 (75.8 ) 19 (17.0 ) 8 ( 22) 

11成 島 64 49 (765 ) 13 (20.;{ ) 2 ( 3.2) 

12上 野 1 1 1 88 (79.2 ) 16 (14.4 ) 7 ( 6.4) 

13小黒坂 33 28 (84.8 ) 5 ( 15.2 ) 

村 14土 塚 34 31 (91.2 ) 2 ( 5.9) 1 ( 2.9) 

15桑 戸 80 68 (85.0 ) 12 (15.0 ) 

16等々力 123 105 (85.4 ) 13 (10.5 ) 5 ( 4.1) 

17赤 尾 56 40 (71.4 ) 16 (28.6 ) 
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表 2



①福生里，初鹿野，桑戸，
ノj、黒坂の通婚E雪

③柳平，西野，上野，
成島のj重婚閲 a

命茅ヶ j干i

ヘ②上条南部，域屋町，等々木、赤尾の通婚闇

(⑥横手，青木.小笠原，土塚，横沢町の通婚圏

線が 1人

p1は 4km圏

図 2 各地 の通婚圏
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数
は
農
山
村

K
比
べ
て
多
く
、

ま
た
、

配
偶
者
の
出
身
村
も
多
方
面
に
わ
た
り
、

(国
2

I

2
、
4
)

。

そ
と
に
都
市
と
し
て
の
吸
引
力
が
う
か
が
え
る

農
村
の
中
で
四
キ
ロ
閣
内
婚
率
八

O
¢
以
上
を
占
め
る
土
塚
、
等
々
力
、
桑

戸
、
小
黒
坂
、

西
野
は
八
キ
ロ
圏
内
で
い
ず
れ
も
九
四
係
以
上
を
占
め
、

入
~fi 

圏
を
ほ
ぼ
完
結
せ
し
め
て
い
る
o

率
で
は
あ
る
が
、

四
キ
ロ
圏
内
婚
率
は
八

O
帰
以
下
で
や
や
低

手
、
小
笠
原
、

八
キ
ロ
圏
内

K
な
る
と
九

O
労
を
占
め
る
村
落
と
し
て
は
横

赤
尾
が
あ
げ
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
残
り
の
青

成
島
、

上
野
、

木
と
上
条
南
割
は
四
キ
ロ
圏
内
婚
率
が
そ
れ
ぞ
れ
六
五
・
九
係
、
六
0
・
0
%

と
低
率
で
、

し
か
も
八
キ
ロ
圏
内
婚
率

K
な
い
て
も
七
二
・
一
二
%
、

八
六
・
七

d
p
と
低
〈
、
遠
方
婚
の
多
い
ζ

と
を
特
徴
と
し
て
い
る
。

ζ

れ
は
、

両
者
が
駿

信
往
還
山
麓
道
沿
い
の
村
落
で
あ
る
と
と
も
に
、

西
部

K
鳳
恩
山
脈
を
背

K
し

た
、
特
に
青
木
に
な
い
て
は
東
部
を
八
ヶ
岳
泥
流
で
あ
る
舌
状
の
七
里
山
石
台
地

K
よ
っ
て
閉
ざ
さ
れ
た
山
狭
の
地
に
あ
る
ζ

と
が
大
い
に
影
響
し
て
い
よ
う

(図
2

4

)

0

山
地
や
河
川
等
の
地
形
的
障
壁
が
通
婚
圏
の
範
域
に
か
な
り
の
影
響
を
与
え

て
い
る
例
を
紹
介
し
よ
う
o

初
鹿
野
の
場
合
(
図
2

1

)

、
笹
子
峠
が
あ
る

た
め
に
、

峠
を
越
え
た
都
留
郡
側
の
甲
州
街
道
沿
い
に
阜
市
野
田
宿
(
九
三
一
戸
)
、

阿
弥
陀
海
道
(
七
八
一
戸
)
、

自
野

(一

O
一
戸
)
等
の
村
落
が
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、

そ
と
か
ら
の
入
婚
者
は
わ
ず
か
に
一
人
に
す
ぎ
左
か
っ
た
。
茅
グ
岳

山
間
の
最
奥
集
落
で
あ
る
柳
平
の
場
合
(
図
2
1
3
)

は
尾
根
越
し
の
村
落
か

ら
二
人
の
み
、

先
ほ
ど
あ
げ
た
青
木
の
場
合
七
里
岩
台
地
上
の
村
落
か
ら
は
一

入
、
台
地
以
東
の
村
落
か
ら
は
二
人
を
数
え
る

K
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
ま
た
、

富
士
川
、

釜
無
川
が
大
き
左
障
害
と
な
っ
て
い
る
ζ

と
は
西
野
、
成
島
、

上
野

の
例
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る

(図
2

3

)

0

釜
無
川
右
景
の
西
野
は
対
岸

の
村
落
か
ら
は
一
一
人
の
み
、
同
川
左
岸
の
成
島
は
対
山
厚
か
ら
は
一
人
の
み
の
婚

入
者
が
い
る
に
す
き
な
い
。
富
士
川
左
岸
の
上
野
は
対
岸
の
対
落
か
ら
は
二
人

の
み
で
あ
る
が
、
同
川
作
の
村
落
か
ら
は
下
部
を
筆
頭
に
か
左
り
遠
方
か
ら
の
婚

入
者
が
み
と
め
ら
れ
た
。

四
、
階
層
的
通
矯
圏

階
層
区
八
万
の
方
法

K
関
し
て
は
ま
だ
確
立
し
た
見
解
が
示
さ
れ
て
は
い
な
い
。

山
本
査
は
家
系
の
古
き

政
治
的
指
導
性

山
林
所
有
面
積
、

住

生
業
形
態

宅
状
態
、
部
落
費
徴
収
の
た
め
の
等
級
、

な
よ
び
村
民
税
徴
収
の
た
め
の
等
級

の
七
う
を
指
標
と
し
て
と
り

夫
々
に
差
別
的
評
点
を
与
え
、
各
々
の
家

K
つ

い
て
そ
れ
を
合
計
し
平
均
点
を
と
る
と
と

K
よ
っ
て
部
落
の
階
層
構
成
を
五
段

m
 

階
K
分
け
て
杷
握
し
て
い
る
。
井
戸
庄
三
は
田
畑
所
有
面
積
で
五
反
以
上
、
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一
部
の
村
落

k
h
f

日
叫

い
て
は
持
屋
層
と
借
屋
膚
の
上
・
下
層

K
分
け
て
考
察
し
て
い
却
。
後
者
の
よ

1
五
反

一
反
以
下
の
上
、

中
、
下
層
K
A
A
け
て
、

ま

た

う
に
単
一
の
尺
度
で
灰
一
分
す
る
よ
り

前
者
の
よ
う
に

階
層
化
を
単
純
な
算

術
平
均
で
統
合
し
て
い
る
点

K
疑
問
は
残
る
が

で
き
る
だ
け
多
く
の
尺
度
を

考
慮
し
て
区
介
し
た
方
が
よ
り
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、

近
世
に
な

い
て
は
階
層
匿
分
に
適
し
た
規
準
が
多
く
み
い
だ
せ
左
い
の
で

と
り
あ
え
ず

本
稿
で
は
、

役
人
層
(
名
主
、
・
長
百
姓
・
百
姓
代
)
と
隷
属
農
民
(
譜
代
下
人
、

抱
屋

の
所
持
者
、
奉
公
人
雇
用
者
、
底
借
の
所
持
者
を
上
層
と
し
、

門
屋
)

他
を
下
層
と
区
分
し
、

そ
の
村
内
婚
と
村
外
婚
の
状
況
を
調
べ
た
。

乙
の
結
果
、
表
3

で
示
し
た
よ
う
に
調
査
村
落
中
半
数
の
村
落
に
な
い
て
、

上
層
の
村
内
婚
率
が
下
層
の
そ
れ
を
上
廻
る
と
い
う
事
実
が
判
明
し
た
。
残
り

の
半
数
の
村
落

K
な
い
て
も
上
層
で
村
内
婚
が
み
と
め
ら
れ
左
い
の
は
上
条
南
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n
h
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11成

1
4
つ
ω

ヮ“

野

坂

塚
間有

L
L
『

h
f

っ“

q
J

農

割
一
グ
村
の
み
で
あ
と
は
相
当
数
が
村
内
婚
を
し
て
い
る
。

(28.6) 1 5 14土

15桑

村
ζ

れ
は
、

18 

25 

57 (30.0 ) 

33 

20 

12 

(250 ) 1 24 

( 45.5 ) 戸 110

力 I9 16等々

17赤

す
る
結
果
と
い
え
よ
う
o

瀬
川
清
子
は

わ
れ
て
き
た
上
層
農
の
通
婚
圏
が
下
層
農
の
そ
れ
よ
り
も
広
い
と
い
う
説
に
反

従
来
い

は
相
当
の
家
柄
の
者
が
村
内
に
い
左
い
の
で
、 「

幕
府
時
代
、

庄
屋
や
旦
那
の
家
で

娘
は
村
内

K
縁
付
け
て
も
、
家

間
切

の
嫁
は
遠
方
の
格
式
の
あ
る
家
か
ら
貰
う
と
と
が
多
く
山
」
と
述
べ
て
い
る
し
、

井
戸
庄
一
一
一

K
よ
り
、

査
結
果
か
ら
、

末
、
明
治
初
期
の
徳
島
藩
で
の
一
戸
数
二
百
数
十
一
戸
の
二
町
・
一
一
一
村
・

有
賀
喜
左
エ
門
も
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

ま
た
、

レ
ム
層
で
広
く
下
層
に
狭
い
と
い
う
、

一
浦
の
調

中
で
も
隔
絶
山
村
に
な
い

川

て
と
く
に
そ
の
傾
向
が
強
い
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
て
い
刻
。
と
こ
ろ
が
、
筆

31 

隔
絶
山
村
の
色
彩
の
濃
い
柳
平
で
、

場
で
隔
絶
山
村
と
は
い
え
左
い
が
、

者
の
謂
査
で
は
、

そ
れ
に
甲
州
街
道
の
宿

四
キ
ロ
圏
内
氏
自
村
の
他
代
三
村
し
か
左

い
初
鹿
野
に
な
い
て
は
、
上
司
閣
の
村
内
婚
率
が
と
く
に
高
い
笹
で
一
不
さ
れ
た
の

で
あ
る
。

、1
ノ

ー
噌

in
J
 

(
 

こ
う
し
た
結
果
に
対
し
て
、
筆
者
は
次
の
よ
う
に
考
え
る
。
従
来
定
説
と
左

14 

っ
て
い
る
「
上
層
農
は
村
内
に
み
る
う
相
手
が
左
い
か
ら
、

あ
る
い
は
少
な
い

か
ら
」
と
い
う
前
提
が
必
ず
し
も
正
し
い
見
解
と
は
い
え
左
い
の
で
は
念
か
ろ

う
か
。
と
い
う
の
は
、
結
婚
相
手
の
絶
対
数
は
確
か

K
少
な
い
が
、

n
h
U
 

、、，，，
F
「
d

R
U
 

4
4
 

r
{

、

と
の
限
ら

れ
た
上
回
宮
内
で
の
通
婚
は
か
左
り
頻
繁
に
む
と
4

な
わ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

か
ら
で
あ
る
。
開
平
の
例
を
と
っ
て
み
る
と
、

上
層
農
一
二
戸
の
う
ち
七
一
戸
が

尾 5

そ
の
中
で
長
百
姓
の
瀬
兵
衛
と
四
郎
兵
衛
、

そ
れ
に
下
人
所

村
内
婚
で
あ
り
、

有
者
の
九
右
エ
門
が
三
者
共
に
代
々
名
主
・
長
百
姓
を
務
め
る
四
郎
右
エ
門
の

-8ー

娘
ふ
た
ち
を
嫁
に
も
ら
っ
て
が
り
、
ま
た
、
下
入
所
有
者
の
源
右
エ
門
の
妻
は
、

川
口
W

主
の
九
兵
衛
の
娘
で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。
西
野
に
な
い
て
は
、
上
層
農

元
名

五
五
一
戸
の
う
ち
一
七
戸
が
村
内
情
で
あ
り

司
J

長
て
よ
れ
ノ
、

日
|
市
中

luT

一
戸
が
、
過
去
の
宗

嫁
の
実
家
も
同
じ
く
上
層
農
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
剤
。
長
百

そ
の
中
の

性

(
の
ち
の
名
主
)
左
次
兵
衛
は

名
主
十
左
エ
門
の
根
を
妻
と
し
て
な
り
、

そ
の
後
も
代
々
村
内
の
同
等
の
役
人
層
と
の
通
婚
を
続
け
て
き
た
と

い向
う(お)家
O は

」

の
よ

う

な

村
内
f二
層
部
間
で
の
通
t昏
は

そ
の
多
く
が
血
族
結
婚
と

な
り
、

甲
州
の
農
山
村
で
は
か
左
り
一
一
般
的
左
現
象
と
い
え
よ
う
o

こ
れ
は
甲

幕

州
の
多
一
〈
の
村
落
が

社
会
的
に
と
び
抜
け
た
一
人
の
名
主
を
頂
点
と
し
た
村

落
構
成
を
と
つ
て
は
い
左
〈
、

数
戸
の
上
署
員
が
持
ち
廻
り
で
役
職
を
務
め
る

ょ
う
左
構
成
を
と
っ
て
い
た
と
と
に
起
因
す
る
の
で
は
左
か
ろ
う
か
、

と
考
え

る
こ
と
が
で
長
一
る
え



玉
、
通
婚
闘
の
変
遷

幕
末
、

明
治
以
降
に
か
い
て
は
、

光
学
の
成
旧
穴
山
い
い
よ
れ
口
、
ヲ
涌
↓

?
と
こ
ろ
が
、

十

上

仁

J
子
、

十
り
V

け
打
μ
f
1
i
!

を
経
る
に
つ
れ
て
拡
大
し
て
い
る
と
と
が
明
ら
か

K
な
っ
て
い
る

料

的

K
限
度
は
あ
る
が
、

近
世

κhuい
て
そ
の
検
討
は
ま
だ
左
さ
れ
て
い
な
い

Q

そ
こ
で
、
が
れ
汀
区
白
川
、

柳
平
で
は
延
宝
二
年
二
六
仁
田
〉

近
世
に
な
け
る
通
略
図
の
宏
、
選
公
概
観
し
て
み
た
い
乙

t
で
J

司

7
ゾ

ηγ

か
ん
正
徳
一
九
年
(
一
仁
一
一
力
)

人

6 

') 

ー

通婿閣の変遷

ー

表 4

40 

57 

89 

延宝 2(lli74)

貞享 4(]6K7) 

正倍、 5(li日)

延宝 6(Hi78) 

jä~長 11(1608)11]1

享保 8(1723)1115

宝暦(，(1753)

天明 5(1785)

:i 4 

西野

主手

持FてF

"f-
nil 

内
野
で
は
延
宝
六

抗
ベ
川
温
り

ー¥
γ
亡

ヘ

一

レ

じ

ノ
ノ
I

/

一

ま
で
の

四
五
包
問

f
塚
で
は
宝
腎

三

年

二

七

五

一
)
か
ら
王
へ

明
五
年
(
一
ヒ
八
五
)

ま
で

の
三
二
年
間
の
一
比
較
的
短
期

間
の
変
化
し
か
追
跡
で
き
な

か
つ
だ
が

↑

/

/

一

/

へ
表
4
〉

八
日
ぷ

9

L
-

れ
の
場
合

γ
い
な
い
て
も
村
内

29 

婚
率
ー
の
ー
一
変
化
は
ほ
と
ん
ど
ネ

ら
わ
な
か
っ
乏
し

t
M
C
台
ゾ
氏
弓

、
寸

/
t
E

者
が
増
大
ナ
フ
心
傾
向
も
み
ら

ゐ
つ
デ
}
O

ふ
d
h
J
f
r
品

川

ぐ

J
L
f

か
く
し
て

甲
州
で
は

近
世
中
切
に
な

土塚

い
て
は
通
橋
間
閣
は
ほ
と
ん
ど

変
化
せ
ず
、

し
た
が
っ
て
村

什
ふ
わ
付
対
外
の

h7uv-
も
え
一
わ
が
乏
か
っ
た
と
い
え
よ
う
O

一

(

'

J

I

{

l

;

六
、
む
す
び

市
川
刊
に
た
い
て
近
世
の
↓
尚
一

を
検
討
し
た
結
果
を
要
約
す
れ
ば
左
記
の
一
と

之
-rI 

L
Iり
で
あ

7

ムハ品。

村
円
山
川
上
下

μ
ナ
、
半
十
の
付
落
が
一
一

0
1五
O
d裕
一
を
一
示
し

こ
れ
は
従
来
考

一
、
ー
:
、

L

7

f

一

/

A

.

ル
イ

v
(
)しぜ

F斗」、

I
F
ニ
コ
リ
リ
ノ
、
i
-
i
h
b
)
t
h

八

j
o

l

r

r

J

一

7

J

l

y

-

-

f

v

:

1

 

〆「

.) 
) 

、J

は
、
山
付
で
」
口
同
ぐ
都
市
で
位
〈

法
門

山
村
別
の
村
舟

が
そ
の
中
間
町
箔
を
示
し
た
。

( 

~p 

か
ら
の
分
析
ー
で
は

農
村

山
村
の
区
別
な
〈
四
キ
ロ

間
内
借
が
J

ハ
O
d
w以
上
を
よ
]
け
れ
一

八
キ
ロ
圏
内
で
通
婚
は
ほ
ぼ
完
結
さ
れ
て
い

心
っ

l
〕
か
し

出
ItJ 

駿
一
信
往
還
山
麓
道
沿
い
の
最
付
に
な
い
て
は

- 9 -

八
キ
ロ

閣
外
の
遠
方
椿
が

一
札
比
べ
て
多
〈
み
ら
れ
た
。

(
1
)

一
通
噌
圏
域
を
変
化
ぜ
し
め
る
愛
国
と
し
て
、
交
通
路
と
共
に
、

大
河
川

と
か
尾
根
、

峠
等
の
一
地
形
的
要
因
が
か
止
な
り
働
い
て
い
た
。

(
5
)
 
階
層
的
通
婿
聞
に
つ
い
て
、

村
内
と
層
間
で
の
通
椅
が
多
く
な
こ
左
わ

れ
て
い
た
穴
め
、

従
来
定
説
、
と
な
っ
て

ω
る
「
上
層

K
広
く
、

下
層

K
狭
い
」

と
い
‘
?

は
畑
山
リ
ら
わ
な
か
っ
た
。

(
6
)

近
世
一
中
期

k
k
h
て

時
代
の
経
過
に
関
係
な
く
通
婚
閣
は
ほ
ぼ
一
定

し
て
い
た
心

〈
付
記
〉

本
稿
を
作
成
す
る
に
当
た
う
、

名
古
屋
大
学
文
学
部
地
理
学
教
室
の
井
関
弘

太
郎
教
授
、

石
原
潤
助
教
授

K
御
指
導
を
い
た
だ
い
た
o

ま
た
、

同
教
室
の
大



学
院
、

現
地
で
は
韮
崎
工
業
高
校
の
弘
田
文
範
教
諭
、

山
梨

学
部
の
諸
賢

K
、

県
立
図
書
館
郷
土
賃
料
室
の
各
位
、

西
野
の
中
込
市
町
一
氏
に
多
大
な
協
力
を
し

て
い
た
だ
い
た
。
付
記
し
て
感
認
の
意
を
表
し
ま
す
。

注
鈴
木
栄
太
郎
『
日
本
農
村
社
会
学
原
理
』
日
本
評
論
社

一
九
四

O
、

四
八
六

1
五

O
九
貞

山
本
登

1

通
婿
関
係
よ
り
み
た
山
村
共
同
体
の
封
鎖
一
制
L
」
平
等
性
L

『
社

12j 
1λ 
Z三ζ

とう
寸ー

評
云ぷう、

己f司
b 

一
九
五

O

一
二
三

t
一
五
一
頁

そ
の
他
に
、

血
緑
的
側
面
、
職
業
的
側
面
、
宗
教
的
側
面
か
ら
の
考
察
が

あ
る
。

l
小
山
隆
「
通
婚
圏
の
意
味
す
る
も
の
」
『
一
角
田
先
生
古
稀
祝
賀
論

文
集
』

一
九
五
回
、

三
九
五
頁

川
井
戸
庄
三
「
幕
末
・
明
治
初
期
の
通
婚
圏
!
徳
島
藩
明
治
三
年
一
戸
籍
の
分

析
し
『
人
口
・
労
働
力
の
歴
史
地
理
』
麿
史
地
理
学
会
紀
要
、

一
九
七
二
、

八
七

t
一
O
九
頁

関
口
武
・
森
藤
勝
元
「
村
落
通
栂
圏

K
関
す
る
諸
問
題
そ
の

1
1村
落
の

に
よ
る
通
婿
聞
の
相
退
ぺ
烏
根
半
島
中
部
諸
村
落
の
例
)
一

『
地
理
学

評
論
』

一
九
四

四
コ
二

1
四
五

O
頁

九

(6) 

池
田
義
祐
・
佐
々
木
永
滋
「
現
代
大
都
市
社
会

K
な
け
る
通
橋
間
に
う
い

て
」
『
社
会
学
評
論
』
二
六
、

一
九
五
七
、

五
七

1
七
一
頁

(7) 

八
木
佐
市
一
通
情
晴
樹
調
査
に
関
す
る
一
一
・
三
の
問
題

1

一
『
ソ
シ
オ
ロ
ジ
』

2 

一
九
五
三
、

員

(8) 

ム
口
出
栄
作
『
通
婚
圏
』
大
明
堂

一
九
七
六

qu 

有
賀
喜
左
エ
門
『
有
賀
喜
左
ヱ
門
著
作
集
町
、

婚
姻
・
労
働
・
若
者
』
未

来
社

一
九
六
八

員

仕切

瀬
川
清
子
「
遠
方
婚
姻
」
柳
田
国
男
『
山
村
生
活
の
研
究
』
所
収
、

国
主
目

日J)
干11

fJ 
iλ 
Zス

九

八

二
三
八

i
二
回
二
頁

前
掲
山

:12) 

前
掲
凶

荒
居
苓
一
次
「
近
世
漁
村
の
通
婿
閤
|
一
房
州
相
浜
村
の
場
合
Z
E
-
-

」
『
近
世
日

(13) 

本
漁
村
史
の
研
究
』
新
生
社
、

一
九
六

六
五
一

1
六
六
二
頁

A
斗
A

J
d
け
は

速
水
融
「
護
州
西
条
村
の
人
口
資
料
|
安
永
二
年

1
明
治
二
年

i
」
『
研

究
紀
要
』
徳
川
林
政
史
研
究
所

九
七

一
七
一

1
一
九

O
頁

(15) 

前
掲
川
川

四
九
二

1
五

O
O頁

)
 

r
e
t
 

付

U

開
封
口
武
・
森
藤
勝
一
冗
「
村
落
一
週
婚
圏
に
関
す
る
諸
問
題
そ
の

2
i島
根
半

烏
中
部
諸
集
落
の
通
婿
圏
の
時
代
的
変
遷
」
『
地
理
学
評
論
』

九

- 1 0ー

九
四

六
五

0
1六
六
一
一
頁

mり
向
け
は

四
三
五
頁
、

四
回
七
頁

前
掲
明

服
部
治
則
「
西
山
村
の
社
会
」
『
西
山
総
合
調
査
報
告
書
』
山
梨
県
教
育

(8) 
芳三
るぐ

貝
片入
IA  

西
LlJ 

村
長官、
A 
口
ρふら

うー

術

調
査
団

一
九
五
八
、

ー、、
T
U
l
i
p

-
F，ノ

J
lノ
r
‘、ー

頁

仕切

前
掲
日

六
五
一
二
頁

120¥ 

説
掲

M

竹
川
日
付

H
V円

河
内
領
を
除
い
た
国
中
地

資
料
の
欠
如
で
考
察
で
き
な
か
っ
た
都
留
郡
、

方
が
対
象
と
な
る
。

(22) 

関
山
直
太
郎
『
近
世
日
本
の
人
口
構
造
』
古
川
弘
文
館

一
九
五
八
、

二
一
二
六
百
以

Q3i 

J

仰
平
は
平
賀
正
道
氏
、

他
は
山
梨
県
立
図
書
館
所

西
野
は
中
込
虎
一
氏

蔵
の
宗
門
帳
で
あ
ゐ
。



P1'ovince Ma1'riage Pattern and PopuユationMobility in Kai(甲斐)

du1'ing the Edo Pe1'iod 

After examining the 
Kai Province during 
fo工工owingremarks. 

工) The pe1'cεntage of couples who we1'e ma1'1'ied within a 
community was from 20 to 50宅 ineach community， and these 
figures differ ユュttlefrom those in the Meiji Period. 

2) The proportion of coup1es married within a community 
was the greatest in mountain viユ1agesand the smalユest in towns. 

3) In a11 the communities， the pe1'cent己geof peop1e who 
chose thei1' spouse within 4 km. f1'om thei1' settlement was at 
least 60も， and those who found thei1' ma1'1'iage pa1'tゎe1' within 
8 krち. was at 1east 72 %. The1'e is a ma1'ked tendency that the 
inhabitants of towns and villages 10cated on the main 1'oads 
chose thei1' spouse f1'om 1'emote a1'eas. 

斗) Natu1'al ba1'1'ie1's like 1'ive1's and mountains 
the mig1'ation patte1'n. 

5) Conce1'ning the int1'a-c1ass ma1'1'iage within a community， 
many 1'esea1'che1's thought that its p1'opo1'tion in the highe1' cユass
is smaユ1e1' than that in the lowe1' class， because highe1' c1ass 
peasants we1'e so small in numbe1'ユna community that they wou1d 
choose thei1' spouse f1'om 1'emote a1'eas. But in this study， the 
autho1' obtained a diffe1'ent result from t1'aditiona1 ideas. The 
diffe1'ence between the higher and the lower c1asses cannot be 
found in this 1'espect. 

6) t--lig1'ation patte1'n was almost the 
Pe1'iod. 
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